
（単位：千円）

経常支出
金　　　額 金　　　額

1,495,378 1,956,741

683,821 1,509,786

689,238 1,694

121,668 172,074

651 0

11,739

1,713

242,975

16,759

461,363

3,113,197 3,000,230

1,928,366 108,108

0 1,071,861

183 157,759

1,048,233 1,662,503

136,394 1,526,896

22 135,607

0

△ 112,967

0

348,397

経 常 外 支 出

責 任 準 備 金 戻 入

そ の 他 収 入

求 償 権 補 填 金 戻 入

求償権償却準備金戻入

信 用 保 険 料

譲 受 債 権 償 却

求 償 権 償 却

責任共有負担金納付金

責 任 準 備 金 繰 入

求償権償却準備金繰入

左表は上記の経常外収支について、

わかりやすくまとめたものです。

収支差額変動準備金取崩額

預 け 金 利 息

有 価 証 券 利 息 配 当 金

損 害 金

そ の 他 支 出

退 職 金

雑 収 入

経 常 外 収 支 差 額

支　　　出 収　　　入

科　　　目 科　　　目

千円単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

雑 支 出 延 滞 保 証 料

経 常 収 支 差 額

損 失 補 償 補 填 金

経 常 外 収 入

償 却 求 償 権 回 収 金

保 険 金

当 期 収 支 差 額

（令和６年４月１日～令和７年３月３１日） 収　支　計　算　書

経 常 支 出 経 常 収 入

保 証 料

事 務 補 助 金

責 任 共 有 負 担 金

業 務 費

108,108 ①

戻 入 1,071,861

繰 入 △ 1,048,233

当 期 純 戻 入 額 23,628 ②

戻 入 157,759

繰 入 △ 136,394

当 期 純 戻 入 額 21,365 ③

求 償 権 償 却 △ 1,928,366

求 償 権 補 て ん 金 戻 入 1,662,503

当 期 自 己 償 却 額 △ 265,863 ④

△ 205 ⑤

△ 112,967 ①＋②＋③＋④＋⑤

そ の 他

経 常 外 収 支 差 額

経 常 外 収 支

償 却 求 償 権 回 収 金

責 任 準 備 金

求 償 権 償 却 準 備 金

求 償 権 償 却



収支計算書の用語解説

経常支出

業務費

保証料

責任共有 利息・

負担金納付金 配当金

その他

その他

償却求償権

回収金

求償権償却

責任準備金

戻入

求償権償却

準備金戻入

責任準備金

繰入

求償権償却 求償権

準備金繰入 補てん金戻入

その他

当期収支差額

その他

責任共有
負担金

信用保険料

信用保険料

日本公庫へ支払う信用保
険料のうち当年度にかか
る金額を計上しています。
（翌年度以降分の信用保
険料は【未経過保険料】
として貸借対照表の資産
勘定に計上していま
す。）

責任共有負担金納付金

求償権償却

年度末において、法的整
理等の事由から回収不能
となり償却された求償権
や当年度受領した保険金
・損失補償補填金相当額
を計上しています。

責任準備金繰入

将来の不測の事態の備え
て積み立てられる準備金
です。年度末の保証債務

残高に対して一定の割合
を積み立てています。

（貸借対照表の負債勘定
に計上しています。）

求償権償却準備金繰入

協会資産の健全性を保つ
ため積み立てられる準備
金です。年度末の求償権
に対して一定の割合を積
み立てています。（貸借
対照表の負債勘定に計上
しています。）

保証料

受入保証料のうち、当年
度にかかる金額を計上し
ています。（翌年度以降
分の保証料は【未経過保
証料】として、貸借対照
表の負債勘定に計上して
います。）

責任共有負担

責任共有制度において、
負担金方式を選択した金
融機関より受領した負担
金を計上しています。

求償権補てん金戻

代位弁済により日本公庫
から受領した保険金と地
方公共団体等から受領し
た損失補償補てん金です。
求償権償却の財源となり
ます。

求償権償却準備金戻入

前年度末に積み立てた求

償権償却準備金の戻入れ
です。

責任準備金戻入

前年度末に積み立てた責
任準備金の戻入れです。

責任共有負担金につい
て、当協会と日本公庫
との責任割合に応じ日
本公庫に納付した額を
計上しています。

経常支出 経常収入

経常外支出

経常外収入



貸　借　対　照　表 （令和７年３月３１日現在）
（単位：千円）

金　　　　　　額 金　　　額

201 86,062

3,618,802 1,048,233

0 136,394

24,717,173 649,192

66,115 932,855

932,855 141,758,457

141,758,457 0

518,204 0

0 長 期 借 入 金 0

323,497 短 期 借 入 金 0

未 経 過 保 険 料 275,599 収支差額変動準 備金 造成 資金 0

そ の 他 47,897 4,303,479

保 険 納 付 金 30,024

損 失 補 償 納 付 金 2,000

未 経 過 保 証 料 4,268,404

そ の 他 3,052

148,914,671

18,466,609

基 金 2,668,752

基 金 準 備 金 15,797,857

0

4,554,026

23,020,635

合計 171,935,306 171,935,306

千円単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

借　　　方 貸　　　方

科　　　目 科　　　目

預 け 金

求 償 権 償 却 準 備 金

その他有価証券評価差額金

損 失 補 償 金

有 価 証 券

保 証 債 務 見 返

負　債　合　計

制 度 改 革 促 進 基 金

収 支 差 額 変 動 準 備 金

雑 勘 定

求 償 権

雑 勘 定

動 産 ・ 不 動 産

損 失 補 償 金 見 返

責 任 準 備 金

譲 受 債 権

退 職 給 与 引 当 金

資　　　産 負　　　債

保 証 債 務

求 償 権 補 て ん 金

借 入 金

現 金

負債及び正味財産合計

正　味　財　産　合　計

正　味　財　産

基 本 財 産

金 銭 信 託



貸借対照表の用語解説

借　方 貸　方

その他有価証券
評価差額金

責任準備金

求償権償却準備金

退職給与引当金

損失補償金

動産・不動産

損失補償金見返

保証債務

保証債務見返

借入金

保険納付金

損失補償納付金

未経過保証料

その他

その他 収支差額変動準備金

有価証券

現金・預け金

基本財産

求償権

未経過保険料

基本財産

株式会社の資本金に相
当します。地方公共団
体や金融機関等から拠
出された「基金」と過
去の収支差額の累計
「基金準備金」で構成
されています。

有価証券

安全有利な資金運用を
行うため、社債・地方
債等を保有しています。

求償権

代位弁済した金額から
回収金並びに償却分
（回収困難なもの、日
本公庫からの保険金、
地方公共団体等からの
損失補償補填金による
もの）を控除した額で
す。

未経過保険料

当年度中に日本公庫に
支払った信用保険料の
うち、翌事業年度にか
かる部分を計上してい
ます。

未経過保証料

受入保証料のうち、当
年度の未経過分（翌事
業年度以降にかかる保
証料）を計上していま
す。

保険納付金

回収金のうち保険金・
損失補償補てん金の未
納額を計上しています。

収支差額変動準備金

収支差額に欠損が生じ
た場合や、急激な保証
の増大等により基本財
産の増強が必要となっ
た場合には、これを取
り崩して協会経営が不
安定になることを防ぎ
ます。

責任準備金

将来の不測の事態に備
えて積み立てられる準

求償権償却準備金

協会資産の健全性を保
つため積み立てられる

損失補償金

地方公共団体等が、保
証協会の保証債務履行
に基づく損失について
補償を行う場合の限度
額を計上しています。損失補償金見返

貸方の損失補償金と同
額を計上しています。

借 方 貸 方 その他有価証券評価
差額金

期末日における簿価と
時価の差額


